
  

１．平成23年３月期第１四半期の業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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  （百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  2,366  13.8  18  ―  13  ―  7  ―

22年３月期第１四半期  2,078  △40.5  △7  ―  △9  ―  △20  ―

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  0  19  ―  ―

22年３月期第１四半期  △0  52  ―  ―

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  7,163  2,238  31.2  58  31

22年３月期  7,167  2,228  31.1  58  04

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 2,238百万円 22年３月期 2,228百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  ―  ―  0 00 ― ― 0 00  0  00

23年３月期  ―  ―

23年３月期（予想）  0 00 ― ― 0 00  0  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  4,600  1.9  35  175.7  20  917.6  10  ―  0  26

通期  9,200  △4.6  80  65.2  50  103.6  30  162.9  0  78



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．２「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る

会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（３）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示  

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想

の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、（添付資料）２ページ「(3) 業績予

想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 38,400,000株 22年３月期 38,400,000株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 15,215株 22年３月期 15,215株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 38,384,785株 22年３月期１Ｑ 38,385,606株
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期の国内経済は、一部で生産や株価回復の兆しが見られたものの、昨年からの世界的な金融危機が及ぼ

す影響は根強く、厳しい雇用環境や消費の不振による低迷等、引き続き厳しい状況で推移しております。 

 このような経済情勢の中で、ゴム・樹脂業界におきましても、回復の兆しは見られますものの、引き続き厳しい展

開となりました。 

 当第１四半期の当社は積極的な営業活動により、販売量の維持・拡大を推進した結果、全社的な増販により、対前

年同期比増収、増益となりました。 

 この結果、当第１四半期の業績は、売上高２,３６６百万円(前年同期比１３．８％増)、営業利益１８百万円(前年

同期は７百万円の営業損失)、経常利益１３百万円(前年同期は９百万円の経常損失)、四半期純利益７百万円(前年同

期は２０百万円の四半期純損失)となりました。 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

(ゴム事業) 

 ゴムコンパウンド製品、シート・マット製品、成形品は、自動車関連の需要回復等により前年同期比増収となりま

した。ゴム事業全体の売上高は１,２４６百万円と、前年同期に比べて１９.３％の増収となりました。  

(樹脂事業) 

 高機能樹脂コンパウンド製品の需要回復等により、前年同期比増収となりました。樹脂事業全体の売上高は１,０

９５百万円と、前年同期に比べて、８．６％の増収となりました。 
  
 当第１四半期より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成21年３月27日)及

び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日)を

適用しております。また前年同期比率は参考として記載しております。 
  

（２）財政状態に関する定性的情報 

 当四半期末の総資産は７,１６３百万円となり、前期末に比べ３百万円減少しました。流動資産は、棚卸資産が増

加したことにより、前期末に比べ５３百万円増加しました。固定資産は設備投資減等で有形固定資産が減少したこと

により、前期末に比べ５６百万円減少しました。 

 負債は４,９２５百万円と、前期末に比べ１４百万円減少しました。流動負債は、営業買入債務は増加したもの

の、短期借入金の返済等により、前期末に比べ４百万円減少しました。固定負債は、長期借入金の返済等により、前

期末に比べ１０百万円減少しました。 

 純資産は２，２３８百万円と、前期末に比べ１０百万円増加しました。これは主に、利益剰余金が増加したことに

よるものであります。、 

 当四半期末における現金及び現金同等物の残高は７０百万円となり、ほぼ前年同期末並の残高となりました。  

 営業活動によるキャッシュフローは、１０４百万円の収入(前年同期は４９百万円の支出)となりました。主な要因

は、棚卸資産は増加したものの、仕入債務が増加したことによるものです。 

 投資活動によるキャッシュフローは、１７百万円の支出となり前年同期に比べ５１百万円の支出減となりました

が、主な要因は、設備投資の減少によるものです。 

 財務活動によるキャッシュフローは、１０８百万円の支出(前年同期は１４９百万円の収入)となりましたが、これ

は借入を返済したことによるものであります。  
  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成２３年３月期の業績予想につきましては、平成２２年４月２８日に発表いたしました第２四半期累計期間およ

び通期の業績予想の数値から変更はございません。 
  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第１四半期会計期間末の貸倒実績率等が前会計期間末に算定したものと著しい変化がないと認められるた 

め、前会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 
  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。 

 これによる損益に与える影響はありません。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 90 112

受取手形及び売掛金 2,604 2,594

商品及び製品 409 388

仕掛品 117 92

原材料及び貯蔵品 258 249

その他 221 211

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 3,698 3,645

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 856 869

機械及び装置（純額） 740 783

土地 1,575 1,575

建設仮勘定 20 17

その他（純額） 107 107

有形固定資産合計 3,300 3,353

無形固定資産   

その他 23 25

無形固定資産合計 23 25

投資その他の資産   

投資有価証券 43 45

関係会社株式 25 25

関係会社出資金 55 55

その他 28 28

貸倒引当金 △11 △11

投資その他の資産合計 141 142

固定資産合計 3,465 3,522

資産合計 7,163 7,167

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,992 1,874

短期借入金 1,360 1,460

未払法人税等 3 12

賞与引当金 44 91

その他 613 579

流動負債合計 4,013 4,018

固定負債   

長期借入金 558 566

退職給付引当金 287 282

役員退職慰労引当金 65 72

固定負債合計 911 921

負債合計 4,925 4,939



（単位：百万円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,920 1,920

資本剰余金 0 0

利益剰余金 325 317

自己株式 △1 △1

株主資本合計 2,243 2,235

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △4 △7

評価・換算差額等合計 △4 △7

純資産合計 2,238 2,228

負債純資産合計 7,163 7,167



（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 2,078 2,366

売上原価 1,861 2,114

売上総利益 217 252

販売費及び一般管理費 224 233

営業利益又は営業損失（△） △7 18

営業外収益   

受取配当金 0 0

助成金収入 5 －

その他 2 1

営業外収益合計 7 2

営業外費用   

支払利息 8 6

その他 1 0

営業外費用合計 10 6

経常利益又は経常損失（△） △9 13

特別損失   

固定資産除却損 8 0

投資有価証券評価損 － 4

特別損失合計 8 5

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △18 8

法人税、住民税及び事業税 1 1

法人税等調整額 － －

法人税等合計 1 1

四半期純利益又は四半期純損失（△） △20 7



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△18 8

減価償却費 82 80

固定資産除却損 8 0

投資有価証券評価損益（△は益） － 4

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5 4

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △0 △6

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） △67 △46

受取利息及び受取配当金 △0 △0

支払利息 8 6

売上債権の増減額（△は増加） △1 △9

たな卸資産の増減額（△は増加） 75 △55

その他の流動資産の増減額（△は増加） △55 △11

仕入債務の増減額（△は減少） △133 117

未払費用の増減額（△は減少） 55 84

その他の流動負債の増減額（△は減少） 2 △64

小計 △38 113

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △8 △6

法人税等の支払額 △2 △3

法人税等の還付額 － 1

営業活動によるキャッシュ・フロー △49 104

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △69 △18

有形固定資産の売却による収入 0 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △69 △17

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 － △8

短期借入金の純増減額（△は減少） 150 △100

自己株式の純増減額（△は増加） △0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 149 △108

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 31 △22

現金及び現金同等物の期首残高 39 92

現金及び現金同等物の四半期末残高 71 70



該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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